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１. はじめに

　本校は明治 39 年に創立され，愛知県東三河地

方における商業教育の中心校として，今年で創立

114 年目を迎える伝統校である。全校生徒数は

835 名で，１年次は全員が商業科として在籍し，

２年次以降，総合ビジネス科（１クラス），経理

科（２クラス），情報処理科（２クラス），国際ビ

ジネス科（２クラス）に分かれ，それぞれの学科

の特長を生かした教育活動に取り組んでいる。

２. 研究概要

(1) 主題設定の理由

　近年の AI や IoT 等の技術の急速な進歩は第４

次産業革命とも称され，経済活動に加え，公共サー

ビス等の幅広い分野，人々の働き方及びライフス

タイルにも影響を与えている。約半数が就職する

本校においては，この変化に対応できる創造的な

地域職業人の育成が急務となっている。創造的な

発想ができる人材を育成するには，商業教育の中

で主体的に学び続け，自ら能力を引き出し，試行

錯誤して多様な他者と協働して新たな価値を生み

出す力を身に付けさせる学びが必要となる。

　そこで，教育課程研究指定校事業の委嘱を受け

た２年間（平成 30 年度・令和元年度），ビジネ

ス課題の発見と解決を通して，創造的な地域職業

人の育成を目指した「深い学び」の実践につなが

る学習・指導方法及び評価方法の研究を，教科「商

業」の総合科目である「課題研究」で行うことと

なった。なお，本校では２年生で１単位，３年生

で２単位「課題研究」を設定している。

(2) なぜ科目「課題研究」なのか

　本校の「課題研究」（３年生）は各学科の特長

を踏まえ，販売実習や地域と連携・協働した取組

を主とした延べ 28 講座を設定している。しかし，

そのほとんどが「例年通り」，「昨年度踏襲」と工

夫がないまま年間学習指導計画を進め，多忙感や

徒労感が増していくだけで，取組や活動そのもの

が終われば教員側も生徒側も目標を達成した感覚

になっていた。このような現状を受け「課題研究」

の科目目標に立ち戻り，各講座の学びを通して生

徒がビジネスに関する課題発見から解決に向かう

プロセスを再構築することで，各学科が育成すべ

き資質・能力を一層高められるとの考えに至った。
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科目「課題研究」（３年生）各学科講座一覧 

 

総合ビジネス科（３講座） 

（１）調査、研究、実験 高大連携 

（２）作品制作  

（３）産業現場等における実習 インターンシップ、ショップ豊商 

（４）職業資格の取得  

 

経理科（７講座） 

（１）調査、研究、実験 スクールプロモーション、高大連携 

（２）作品制作 商品企画 

（３）産業現場等における実習 インターンシップ、小中高連携、ショップ豊商 

（４）職業資格の取得 会計研究 

 

情報処理科（７講座） 

（１）調査、研究、実験 交通量調査 

（２）作品制作 マルチメディア演習 

（３）産業現場等における実習 インターンシップ、地域連携、ショップ豊商、高短連携 

（４）職業資格の取得 ビジネスライセンス 

 

国際ビジネス科Ａ（１講座） 

（１）調査、研究、実験  

（２）作品制作  

（３）産業現場等における実習 インターンシップ 

（４）職業資格の取得  

 

国際ビジネス科Ｂ（４講座） 

（１）調査、研究、実験 英会話ビジネス、起業家育成 

（２）作品制作  

（３）産業現場等における実習 インターンシップ、ショップ豊商 

（４）職業資格の取得  

 

 ▲ 科目「課題研究」（３年生） 各学科講座一覧

(3) グランドデザイン・ルーブリックの作成

　研究の第一歩として育成すべき資質・能力及び

目指すべき生徒像を確立させるため，学校のグラ

愛知県立豊橋商業高等学校
教諭　青山　将典

「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた
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能力の向上」や「ビジネスマナーの向上」である。

しかし，その評価基準を客観的に設けることは極

めて困難である。なぜなら，インターンシップは

学校外で行っており，教員が評価するには生徒の

実習現場に行き，長時間観察しなければならない

からである。そこで，授業担当者はコミュニケー

ション能力やビジネスマナーの向上については生

徒の自己評価のみにとどめた。新たに下図のよう

な自己の課題発見のためのワークシートを作成し，

生徒の自己評価に基づき「現時点での自己の課題」

と「課題についての解決方法」を探らせ，ワーク

シートへの記載内容をルーブリックに基づき評価

することとした。このように，各講座で育成でき

る資質・能力を決め担当者ごとにどのようにアプ

ローチしていくか，具体的な方策を立てて研究を

進めた。

ンドデザインに基づき，各学科のグランドデザイ

ンを作成した。

　次いで学科ごとに生徒が身に付けるべき資質・

能力の評価基準となるルーブリックを作成した。

各学科ではルーブリックで設定した資質・能力の

どの項目を設定講座の目標として育成するか，現

授業担当者が検討し年間学習指導計画表を見直す

こととした。

簿記会計の役割を理解し、その能力を活用できる人材の育成 

〇学科グランドデザイン〈経理科〉 
 

 

 

 

 

 

 

【経理科の目標】 

 

 

 

【目指す生徒像】 

 

 

 

 

 

【何ができるようになるか】※経理科の学習を通して育成すべき資質・能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の実態】 

 

 

 

 

 

「第4次産業革命の経済社会を担う創造的な地域職業人」 
→ ＡＩ、ＩｏTと共存しながら地域社会のために自ら課題を発見し、課題解決のために主体的かつ 

協働的に取り組むことができる人材 

目指すべき人材像 

○会計分野の知識について自信をもつことができる人材 

○簿記会計の役割を理解し、職業人としての倫理観をもつ人材 

○自ら課題を発見し、解決のために主体的かつ協働的に取り組むことができる人材 

①実務に即した会計分野の知識と技術を習得し、社会的役割を理解することができる。 

②職業人としての倫理観を培うことができる。 

③自ら課題を見いだし、知識をもとに課題に対して創造的に解決する能力を身に付けることができる。 

④ビジネスの諸活動で主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けることができる。 

【科目「課題研究」におけるアプローチ】 
［講座］ 

〇ショップ豊商  〇インターンシップ  〇高大連携   〇豊商スクールプロモーション 

〇商品企画    〇会計研究      〇小中高連携 

☆担当講座において育成すべき資質・能力の設定 

☆担当講座の年間学習指導計画の作成 

どのように学ぶか（授業の実施） 

  ☆求める資質・能力と一貫性のある観点別評価規準及び評価方法の研究 

   何が身に付いたか（学習評価） 

    ・評価方法の研究 

      観察法、自己評価、相互評価、パフォーマンス評価（ルーブリック） 

      ポートフォリオ評価、観点別評価 

    ・評価規準の精選 

      評価項目の明確化 

    ・自己評価や相互評価等のワークシート作成と実施 

  ☆生徒の変容把握のための事前アンケートの実施 

   現状の生徒の状態を事前アンケートでつかむ 

  ☆生徒が自主的に課題設定に取り組むためのケーススタディやディベート等の研究と教材の作成 

 ・生徒が何を身に付けたいのか 

   ケーススタディ  ← ケース設定 

   ディベート    ← テーマ設定 

○検定に合格しても会計分野に自信がない。（学んだ知識が実務でどのように役立つか分からない） 

○検定の合格を目指すことは就職や進学するための手段になっている。 

○コミュニケーション能力を向上させたいと思っているが、何をしてよいか分からない。 

３ 

▲ 経理科グランドデザイン（抜粋）

 
 
 

授業で活用する共通のルーブリック評価表〈経理科〉 

              達成度 

何ができるようになるか 

身に付けさせたい力 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

① 

実務に即した

会計分野の知

識と技術を習

得し、社会的

役割を理解す

ることができ

る。 

適切な取引の記録及び財務

諸表を作成する力 

 

適切な取引の記録及び財務

諸表の作成の方法につい

て、科学的な根拠に基づい

て作成することができる。 

適切な取引の記録及び財務

諸表を作成することでき

る。 

適切な取引の記録または財

務諸表の作成することがで

きる。 

適切な取引の記録及び財務

諸表の作成することができ

ない。 

会計情報に関するデータを

読み取る力 

 

会計情報から企業の実態及

び経営判断に及ぼす影響を

会計的側面から、複数の財

務指標を組み合わせて読み

取ることができる。 

会計情報から企業の実態及

び経営判断に及ぼす影響を

会計的側面から読み取るこ

とができる。 

会計情報から企業の実態を

読み取ることができる。 

会計情報から企業の実態を

読み取ることができない。 

会計情報に関する資料を集

約・計算する力 

 

会計情報に関する資料を多

面的・多角的に分析し、会計

処理の方法の妥当性を確認

し計算することができる。 

会計情報に関する資料を多

面的・多角的に分析し、計算

することができる。 

会計情報に関する資料を一

つの側面から分析し、計算

することができる。 

会計情報に関する資料を集

約・計算することができな

い。 

会計情報に関する資料を説

明する力 

 

会計情報に関する資料を当

事者として意識をもち、総

合的に分析した結果から妥

当性と課題などの視点から

他者へ説明することができ

る。 

会計情報に関する資料を当

事者として意識をもち、総

合的に分析した結果から他

者へ説明することができ

る。 

会計情報に関する資料を総

合的に分析した結果から他

者へ説明しようとしてい

る。 

会計情報に関する資料を他

者へ説明することができな

い。 

② 

職業人として

の倫理観を培

うことができ

る。 

企業会計における法規と基

準について適切に説明する

力 

企業会計における法規と基

準について、その目的や役

割も含めて説明することが

できる。 

企業会計における法規と基

準について、自ら資料から

探し説明することができ

る。 

企業会計における法規と基

準について、他者からのア

ドバイスによって、資料を

もとに説明することができ

る。 

企業会計における法規と基

準について説明できない。 

与えられた仕事を進んで最

後までやり抜く力 

 

与えられた仕事に対して自

らの考えをもとにそれ以上

の成果を出すことができ

る。 

与えられた仕事について自

ら考え、最後までやり抜く

ことができる。 

他者のアドバイスによって

与えられた仕事を最後まで

やり抜くことができる。 

与えられた仕事を最後まで

やり抜くことができない。 

与えられた仕事に対して真

面目に向き合う力 

 

与えられた仕事に対して、

前向きに捉え最後まで集中

し真摯に取り組むことがで

きる。 

与えられた仕事に対して、

最後まで集中し真摯に取り

組むことができる。 

与えられた仕事に対して真

摯に取り組むことができ

る。 

与えられた仕事に対して、

真摯に取り組むことができ

ない。 

社会のルールや人との約束

を守る力 

 

与えられた仕事に対して規

則に則り余裕をもって完成

することができる。 

与えられた仕事に対して規

則に則り期限を守ることが

できる。 

与えられた仕事に対して期

限については守ることがで

きる。 

規則や期限を守ることがで

きない。 

③ 

自ら課題を見

いだし、知識

をもとに課題

に対して創造

的に解決する

能力を身に付

けることがで

きる。 

現状を分析し目的や課題を

明らかにする力 

 

与えられたテーマから問題

を設定し、その問題を取り

上げた理由など、根拠に基

づいて述べることができ

る。 

与えられたテーマから問題

を設定し、その問題を取り

上げた理由など、述べるこ

とができる。 

与えられたテーマから問題

を設定しているが、その問

題を取り上げた理由などの

内容が十分ではない。 

与えられたテーマから問題

を設定しているが、その問

題を取り上げた理由などを

述べることができない。 

課題の解決に向けたプロセ

スを明らかにし準備する力 

 

具体的な計画を立て、自ら

行うべき内容を明らかにす

る。 

課題の解決に向けたプロセ

スに応じて大まかな計画を

立てることができる。 

課題の解決に向けたプロセ

スを明らかにし、計画を立

てようとしている。 

課題の解決に向けたプロセ

スを明らかにすることがで

きない。 

新しい価値を生み出す力 自ら根拠に基づいた課題解

決策を提案できる。 

自ら指示された範囲の課題

解決策を提案できる。 

他者のアドバイスがあれば

指示された範囲の課題解決

策を提案できる。 

指示された範囲の課題解決

策を提案できない。 

④ 

ビジネスの諸

活動で主体的

かつ協働的に

取り組む態度

を身に付ける

こ と が で き

る。 

自分の意見を分かりやすく

伝える力 

 

相手の興味を引くように工

夫しながら自分の意見を述

べることができる。 

相手が理解できるように配

慮し、自分の意見を述べる

ことができる。 

相手のことを意識して、自

分の意見を述べることがで

きる。 

伝えたい内容を相手に伝え

ることができない。 

相手の意見を丁寧に聴く力 

 

相手の意見に即した質問を

することができる。 

相手の意見を記録し整理す

ることで、理解を深めよう

とすることができる。 

相手の意見を理解しようと

している。 

相手の意見を理解していな

い。 

意見の違いや立場の違いを

理解する力 

 

違う意見に対し、比較・検討

することで新たな解決策を

提案できる。 

意見の違いの理由を理解す

るために、質問するなどし

て、意見の違いを裏付ける

ことができる。 

意見の違いを理解しようと

している。 

意見の違いを理解しようと

していない。 

他者に働きかけ巻き込む力 

 

自らの意見に賛同を得ると

ともに他者の意見を取り入

れつつ物事を進めることが

できる。 

自らの意見に賛同を得て、

他者とともに物事を進める

ことができる。 

自らの意見をもとに、他者

とともに物事を進めること

ができる。 

他者とともに物事を進める

ことができない。 

 

▲ 授業で活用する共通のルーブリック評価表（経理科・抜粋）

(4) 講座の取組例

　研究の２年目は，見直した年間学習指導計画表

を基に授業実践を行った。

　経理科のインターンシップ講座は，２年次まで

に学習した会計分野の知識を基に税理士事務所で

就業体験を行う講座である。授業担当者はこの講

座が求める資質・能力を，経理科のルーブリック

から下図のように選択した。

　インターンシップを授業として行う上で一般的

に評価の対象となるのが，「コミュニケーション

達成度
何ができるようになるか

伝えたい内容を相
手に伝えることがで
きない。

④

自分の意見を分かりやすく
伝える力

相手の興味を引くよ
うに工夫しながら自
分の意見を述べる
ことができる。

相手が理解できる
ように配慮し、自分
の意見を述べること
ができる。

相手のことを意識し
て、自分の意見を
述べることができ
る。

ビジネスの諸活動で
主体的かつ協働的
に取り組む態度を身
に付ける

与えられたテーマか
ら問題を設定してい
るが、その問題を取
り上げた理由などを
述べることができな
い。

課題の解決に向けたプロ
セスを明らかにし、準備す
る力

具体的な計画を立
て、自ら行うべき内
容を明らかにでき
る。

課題の解決に向け
たプロセスに応じて
大まかな計画を立
てることができる。

課題の解決に向け
たプロセスを明らか
にし、計画を立てよ
うとしている。

課題の解決に向け
たプロセスを明らか
にすることができな
い。

与えられたテーマか
ら問題を設定してい
るが、その問題を取
り上げた理由など
の内容が十分でな
い。

③

現状を分析し、目的や課題
を明らかにする力

与えられたテーマか
ら問題を設定し、そ
の問題を取り上げ
た理由など、根拠に
基づいて述べること
ができる。

与えられたテーマか
ら問題を設定し、そ
の問題を取り上げ
た理由など、述べる
ことができる。

自ら課題を見いだ
し、知識をもとに課
題に対して創造的
に解決する能力を
身に付けることがで
きる

　 経理科の授業で活用する 共通のルーブリック評価表(抜粋)

レベル ４ レベル ３ レベル ２ レベル １
身に付けさせたい力
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▲ インターンシップのルーブリック（抜粋）

向上心・探究心を持って課題を発見しながら業務を遂行する力
1 作業や依頼されたことに対して、完成までの見通しを立てて取りかかっている。 4 3 2 1
2 新しいことに取り組むときには、手順や必要なことを洗い出している。 4 3 2 1
3 仕事について工夫や改善を行った内容を再度点検して、さらによいものにしている。 4 3 2 1
4 上手くいかない仕事に対しても、原因をつきとめ、再チャレンジしている。 4 3 2 1
5 不意の問題やトラブルが発生した時に、解決するための対応を取っている。 4 3 2 1

ストレスをコントロールしながら業務を継続する力
1 ベストの体調で実習にのぞめるよう、健康管理を行っている。 4 3 2 1
2 ストレスの多い状況下でも感情的にならず自分をコントロールしている。 4 3 2 1
3 問題を抱え込まず、周囲の人々に相談している。 4 3 2 1
4 周囲の厳しい指導や指摘に対しても、冷静さを保って受け答えしている。 4 3 2 1
5 失敗した場合もくじけずに前向きに取り組んでいる。 4 3 2 1

自らの専門的知識を蓄積しながら業務に活かしていく力
1 自らの能力のうち、業務に活用できる能力に気がつき、活かしている。 4 3 2 1
2 自らの専門的な能力を実習先の方に認められ、仕事を任されている。 4 3 2 1
3 目的意識を持ち、将来のために自ら進んで知識や技術の向上に努めている。 4 3 2 1
4 これまでの学習や経験から得た能力を組み合わせ、仕事の効率を上げている。 4 3 2 1
5 これまでの学習や経験から専門的能力を高め、さらに高度な仕事に取り組んでいる。 4 3 2 1

実習における基本的態度・能力について、自分にとってどのようなところが課題だと考えられますか。（箇条書き可）

自己の課題について、解決するためには何にどう取り組んだら良いと考えますか。（箇条書き可）

自ら課題を見いだし、知識をもとに課題に対して創造的に解決する能力を身に付けることができる

1 現状を分析し、目的や課題を明らかにする力 4 3 2 1

2 課題の解決に向けたプロセスを明らかにし、準備する力 4 3 2 1

ビジネスの諸活動で主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける

1 自分の意見を分かりやすく伝える力 4 3 2 1

自己評価 評価の根拠

自己評価 評価の根拠

自己評価 評価の根拠

▲ 自己課題発見のためのワークシート（抜粋）

(5) ２年生科目「課題研究」（PBL 講座）

　本研究を進めていくと，生徒自身がビジネス

課題を発見してそれを解決していくという過程

が，３年生の２単位のみでは難しいことがわかっ

下記２つの図はこちら　▶

下記２つの図はこちら　▶
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てきた。そこで，３年生の「課題研究」の準備段

階として，２年生１単位の「課題研究」において

PBL（Problem-Based Learning）を取り入れた年

間学習指導計画の策定を行い，研究２年目より実

施，検証を行った。

a.　PBL 授業の流れ

　表１のような学習過程を展開し授業マニュアル

を作成した。この学習過程は１学期間を１回転と

し，今年度は２回転実施することができた。
順　 序 学  習  過  程 学  習  形  態

１ 課 題 の 提 示 グ ル ー プ
２ 課 題 の 分 析 グ ル ー プ
３ 研 究 計 画 の 策 定 グ ル ー プ
４ 問 題 解 決 グ ル ー プ
５ 発  表 グ ル ー プ
６ レ ポ ー ト 作 成 個 人
７ 振 り 返 り 個 人

➀ 会計処理及び財務諸表の作成方法を理解している
（ルーブリックを参考にすること） 4 3 2 1

②
会計処理財務諸表の作成に関する法規と規準を理解し

ている
（ルーブリックを参考にすること）

4 3 2 1

③ 会計処理及び財務諸表の作成に関して自ら主体的に学
ぶことができる 4 3 2 1

➀ 財務諸表を分析する方法を理解している 4 3 2 1

② 財務諸表分析より企業の実態を分析することができる 4 3 2 1

③ 財務諸表分析について自ら主体的に学ぶことができる 4 3 2 1

➀ 会計情報に関する資料を集約・計算する力 4 3 2 1

➀ 会計情報に関する資料を説明する力 4 3 2 1

➀ 企業における法規と規準について適切に説明できる力 4 3 2 1

③ 与えられた仕事を進んで最後までやり抜く力 4 3 2 1

③ 与えられた仕事に対して真面目に向き合う力 4 3 2 1

③ 社会のルールや人との約束を守る力 4 3 2 1

➀ 自分の意見を分かりやすく伝える力 4 3 2 1

➀ 相手の意見を丁寧に聴く力 4 3 2 1

➀ 意見の違いや立場の違いを理解する力 4 3 2 1

➀ 他者に働きかけ巻き込む力 4 3 2 1

参考 課題研究の目標（評価）について

➀

②

③

ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として解決策を探求し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決すること。

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組むこと。

ⅰ）上記の自己評価より今後の自己の課題を挙げなさい（文章で記入すること）②

ⅱ）上記ⅰ）で挙げた自己の課題を解決するための現段階での解決策を記入しなさい②

ⅲ）上記ⅰ）で挙げた自己の課題を解決するための現段階でのプロセス（計画）を記入しなさい②

Ⅲ　　まとめ

上記のⅠ・Ⅱよりあなたがこれから卒業までに伸ばしていきたい力を記入しなさい（根拠も含めて記入すること）②

Ⅱ　　自ら課題を見いだし、知識をもとに課題に対して創造的に解決する力の把握

実務に即した
会計分野の知
識と技術を習
得し、社会的
役割を理解す
ることができ
る

適切な取引の記録及び財務諸表を
作成する力

会計情報に関するデータを読み取
る力
（財務諸表分析力）

評価基準についてはルーブリック参照

評価基準についてはルーブリック参照

職業人として
の倫理観を培
うことができ
る

評価基準についてはルーブリック参照

評価基準についてはルーブリック参照

評価基準についてはルーブリック参照

評価基準についてはルーブリック参照

ビジネスの諸
活動で主体的
かつ協働的に
取り組む態度
を身に付ける

評価基準についてはルーブリック参照

評価基準についてはルーブリック参照

評価基準についてはルーブリック参照

評価基準についてはルーブリック参照

※該当する数字を○で囲んでください

何ができるようになったか 身に付けてほしい力 評価基準 自己評価 自己評価の根拠（記入）

Ⅰ　今までの授業における基本的態度・能力
      ４：かなりできている(80％以上：レベル４)　　　　　３：大体できている(50～80%未満：レベル３)
      ２：あまりできていない(20～50%未満：レベル２) 　　１：できていない(20%以下：レベル１)

２年生経理科「課題研究」自己探求シート

　　年　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　

　この自己探求シートは、次年度（３年生）の「課題研究」の講座を決定する大切なシートです。
今までの「課題研究」を含め、全ての商業科目の授業を通して自身を振り返り、記入してください。

 40

▲ 経理科「自己探求シート」（抜粋）

Good Job Sheet(課題研究振り返りシート) 

32 

 

２年  組  番 氏名    月  日（提出日）  

 
今週の  

反省、進捗状況、

残存課題など  

 

 

 

 

自 己 

評 価 

グループに対する貢献度 ４  ３  ２  １ 

成果物に対する満足度  ４  ３  ２  １ 

授業に積極的に参画したか  ４  ３  ２  １ 

グ
ル
ー
プ
名
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

メンバー１  
  番  

氏名      

グループに対する貢献度 ４  ３  ２  １ 

発言に対して共感できたか  ４  ３  ２  １ 
評価の理由・コメント・感想（良い点、アドバイス） 必ず記入 

メンバー２  
  番  

氏名      

グループに対する貢献度 ４  ３  ２  １ 

発言に対して共感できたか  ４  ３  ２  １ 
評価の理由・コメント・感想（良い点、アドバイス） 必ず記入 

メンバー３  
  番  

氏名      

グループに対する貢献度 ４  ３  ２  １ 

発言に対して共感できたか  ４  ３  ２  １ 
評価の理由・コメント・感想（良い点、アドバイス） 必ず記入 

メンバー４  
  番  

氏名      

グループに対する貢献度 ４  ３  ２  １ 

発言に対して共感できたか  ４  ３  ２  １ 
評価の理由・コメント・感想（良い点、アドバイス） 必ず記入 

指 導 
所 見 欄 

 
検
印 

 

 

 

▲ Good Job Sheet（抜粋）

　「Good Job Sheet」とは，１時間ごとの授業の

反省，進捗状況，残存課題及び研究グループの班

員の評価を行うワークシートである。

c.　３年生「課題研究」の講座選択に向けて

　３学期において次年度の自己課題を明確にする

ため，生徒に対し自己探求シートを記載させた。

これは，各学科の目指す資質・能力がどの程度で

きているかを生徒に自己評価させ，次年度の課題

を明確にさせるシートである。記入後はグループ

ワークでお互いの良い点や改善点を共有し，自己

課題について発表を行った。そして，３年生の「課

題研究」各講座が目指す資質・能力を提示するこ

とにより，自己の取り組むべきビジネス課題を発

見し，解決できる講座を選択できるようにした。

２年　経理科「課題研究」ＰＢＬ　の評価規準

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

現状を分析し目的や
課題を明らかにする
力

与えられたテーマから問題
を設定し、その問題を取り
上げた理由など、根拠に基
づいて述べることができ
る。

与えられたテーマから問題
を設定し、その問題を取り
上げた理由など、述べるこ
とができる。

与えられたテーマから問題
を設定しているが、その問
題を取り上げた理由などの
内容が十分ではない。

与えられたテーマから問題
を設定しているが、その問
題を取り上げた理由などを
述べることができない。

課題の解決に向けた
プロセスを明らかに
し準備する力

具体的な計画を立て、自ら
行うべき内容を明らかにで
きる。

課題の解決に向けたプロセ
スに応じて大まかな計画を
立てることができる。

課題の解決に向けたプロセ
スを明らかにし、計画を立
てようとしている。

課題の解決に向けたプロセ
スを明らかにすることがで
きない。

新しい価値を生み出
す力

自ら根拠に基づいた課題解
決策を提案できる。

自ら指示された範囲の課題
解決策を提案できる。

他者のアドバイスがあれば
指示された範囲の課題解決
策を提案できる。

指示された範囲の課題解決
策を提案できない。

自分の意見を分かり
やすく伝える力

相手の興味を引くように工
夫しながら自分の意見を述
べることができる。

相手が理解できるように配
慮し、自分の意見を述べる
ことができる。

相手のことを意識して、自
分の意見を述べることがで
きる。

伝えたい内容を相手に伝え
ることができない。

相手の意見を丁寧に
聴く力

相手の意見に即した質問を
することができる。

相手の意見を記録し整理す
ることで、理解を深めよう
とすることができる。

相手の意見を理解しようと
している。

相手の意見を理解していな
い。

意見の違いや立場の
違いを理解する力

違う意見に対し、比較・検
討することで新たな解決策
を提案できる。

意見の違いの理由を理解す
るために、質問するなどし
て、意見の違いを裏付ける
ことができる。

意見の違いを理解しようと
している。

意見の違いを理解しようと
していない。

他者に働きかけ巻き
込む力

自らの意見に賛同を得ると
ともに、他者の意見を取り
入れつつ物事を進めること
ができる。

自らの意見に賛同を得て、
他者とともに物事を進める
ことができる。

自らの意見を基に、他者と
ともに物事を進めることが
できる。

他者とともに物事を進める
ことができない。

何ができるようになるか
身に付けさせたい力

自ら課題を見いだ
し、知識をもとに課
題に対して創造的に
解決する能力を身に
付けることができる

ビジネスの諸活動で
主体的かつ協働的に
取り組む態度を身に

付ける

▲ 授業で提示したルーブリック評価表

研究計画	
  

調査・研究 
発表 

ふりかえり	
  
Good	
  Job	
  Sheet 

評価方法について検討・実施 

研究計画	
  
（ワークシート） 

発表・質問シート
（ワークシート） 

ふりかえり	
  
（最終レポート） 

育成する資質・能力の提示 

▲ 各アプローチを評価する流れのイメージ

下記の図はこちら　▶

b.　評価方法について

　この授業を評価するにあたり，授業のはじめに，

育成する資質・能力を示したルーブリックを生徒

に提示し，どのように評価するか説明した。

　学習過程ごとに，ワークシートやレポート，振

り返りシートを活用し，それを，各講座で決めた

ルーブリックと照らし合わせて評価を行った。

▲ 表１：学習課程と学習形態

下記 3 つの図はこちら　▶
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３．アンケート調査の実施

　研究成果を測るために３年生を対象にアンケー

トを行った。アンケート内容は，４月に自分が身

に付けたい資質・能力は何かを回答させ，それに

伴い設定した評価基準によりどの程度身に付いた

かを測るため，12 月に再度アンケートを行った。

　一方課題としては，グランドデザインとルーブ

リックは毎年の見直しが必要であると分かってき

た。商業科の教員は各学科を越えて授業を担当し

ているため，各学科で策定したグランドデザイン

やルーブリックが細かくなるにつれ，そのことを

意識した授業をすることが難しい。目標に準拠し

た評価が容易にできる，統一した評価基準を示し

ていけるように今後も研究を行っていく予定であ

る。その他にも，育成する資質・能力の到達目標

に達していない生徒への学習支援体制を整えるた

めに，育成する資質・能力の到達点がルーブリッ

クのどのレベルかを明確化することも必要となっ

た。

５．まとめ

　本校では，これまで紹介したように「課題研究」

を中心とした地域と連携した授業を数多く行って

おり，新教育課程策定においても，地域との関わ

りをどのように教育課程の中に取り入れていくか

を模索していく必要がある。今後，本校では生徒

が商業科の学びを地域社会に生かすことのできる

授業を促進するために，地域の人的・物的資源を

活用する実践的な学習を推進するとともに，生徒

が地域産業の活性化を牽引するための素養を身に

付けさせる授業改善を行っていく。本研究を通し

て，これらの力を身に付けさせるためには，商業

科教員全員が方向性を見据えて進む必要があると

分かった。各学科の育成したい人物像を決め，そ

のためにはどんな力を伸ばしていくか，その力を

伸ばすための科目や評価基準の策定，年間計画や

授業内容を教員間で共有していく。この研究を新

たな出発点として「地域に貢献できる生徒を育成

する商業高校」を目指していく。

▲ 新教育課程策定の流れ

１	
  
育成したい	
  
人物像	
  

２	
  
どんな力を	
  
伸ばして	
  
いくか 

３	
  
２に対する	
  
評価基準の	
  
策定 

４	
  
年間計画，	
  

アプローチの
策定 

５	
  
教員間での	
  
評価の共有	
  

科目「課題研究」の各講座において自ら設定した 
課題の解決を目的とした振り返りによる研究分析 

経理科　インターンシップ講座	
  
　与えられた仕事に対して自らの考えを基にそれ　	
  
　以上の成果を出すこと	
  

あまりできない 
５８％ 

ある程度できる 
４２％ 

ある程度できる 
８９％ 

できる 
１１％ 

　経理科のインターンシップ講座では上図のよう

に４月時点では「ある程度できる」が 42％，「あ

まりできない」が 58％であったが，12 月のアン

ケートでは「あまりできない」と回答した生徒は

おらず，全員が「できる」「ある程度できる」と

いう結果であった。

　すべての講座がこのような良い結果となったわ

けではない。「できる」割合が伸びた講座もあれば，

「できない」割合が伸びた講座もあった。次年度

以降はこのデータを基にブラッシュアップし，年

間学習指導計画及びパフォーマンス課題等の方法

を再考していく。

４．成果と課題

　２年間の研究を通して，学習過程の検討，評価

方法の共有及び授業改善に対して，商業科教員全

体の意識が向上した。例年踏襲型の「課題研究」

の講座内容をいかに生徒のための授業にしていく

かを念頭に，商業科会で何度も授業検討会を重ね

ることができた。また，どのようなパフォーマン

ス課題を与えることが目指す資質・能力の育成に

つながるかを話し合う機会が増え，多様な学習・

指導方法が生まれた。さらに，２年生から３年生

への準備段階で教育計画が策定できたことも大き

な成果であった。


